
- 1 - 

議題８ 地域ケア推進会議の設置・運営について（案） 

 

 

１．地域ケア会議の機能 

 

 

 

 

（厚生労働省｢地域包括支援センターの設置運営について｣より） 

 

２．地域ケア会議の運用の状況 

（１）地域ケア個別会議と地域ケア推進会議 

 個別ケースの検討により共有された地域課題を地域づくりや政策形成に着

実に結び付けていくため、個別ケースを検討する会議（地域包括支援センタ

ー主催「地域ケア個別会議」）から地域課題を解決する場（市主催「地域ケ

ア推進会議」）まで一体的に取組むことが重要。（厚生労働省「地域支援事業

実施要綱」より） 

（２）実施状況 

 地域ケア個別会議の開催により、上記５つの機能のうち、①～③については

活用している。 

 地域ケア推進会議を設置しておらず、④・⑤については、活用できていない

状況。 

 

３．地域ケア推進会議の設置・運営について 

地域ケア会議の５つの機能を活用した個別ケースの積み重ねによる施策

展開に向け、別紙をもとに、地域包括支援センター及び関係機関との調整・

検討を踏まえながら、地域ケア会議の運用を図る。 

（１）地域ケア推進会議の設置・運営 

 運営協議会の場を活用し設置（運営協議会委員をメンバーとし、運営協議会

に引き続き開催） 

 事前に事務局会議（基幹型地域包括支援センター主催）を開催し、企画・整

理を行う予定 

（２）地域ケア推進会議の開催 

 運営協議会の場において「地域ケア推進会議」の開催を想定（第２回協議会

開催に併せた開催を検討中） 

 

 

【資料８】 

①個別課題 

解決機能 

②ネットワーク 

構築機能 

③地域課題 

発見機能 

④地域づくり・

資源開発機能 

⑤政策形成 

機能 
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■地域ケア会議の運用イメージ（案） 

 

 

会議 地域ケア個別会議 地域ケア推進会議 大牟田市健康福祉推進会議 

目的 
個別ケースの支援内容を通じた地域課

題の把握等 

地域課題の整理、地域に必要な取組の合

意形成 

大牟田市健康福祉総合計画の策定及び

進捗状況の調査審議 

構成 

（案） 

１．個別ケース支援内容の検討   

・地区地域包括支援センター主催で年６

回中５回開催 

・個別ケースの支援、支援内容から地域

課題を確認 

 

２．地域課題の整理、共有     

・地区地域包括支援センター主催で年６

回中１回開催 

・基幹型地域包括支援センター職員が企

画段階から参画 

・個別ケースの検討（自立支援型、困難

事例対応）を通じて明らかになった地

域課題を地域住民と確認・共有 

・参画する専門職や地域住民の対象者拡

大、参画方法等を検討 

１．地域ケア推進会議       

・基幹型地域包括支援センター主催で、

地域包括支援センター運営協議会の

場において開催 

・地域課題の整理、地域に必要な取組の

合意形成 

 

２．地域ケア推進会議事務局会議  

・基幹型包括センター主催で開催 

・福祉支援室（福祉課ほか）、地域包括支

援センター職員（生活支援コーディネ

ーター、地域共創サポーター含む）、及

び必要に応じて関係課の参画 

・地域ケア個別会議で確認・共有された

地域課題の整理 

・地域に必要な取組の企画・検討 

１．大牟田市健康福祉推進会議     

・地域ケア推進会議で合意形成された取

組を、大牟田市健康福祉総合計画へ位

置付けることなどについて審議 

 

機能 ①②③ ③④⑤ ⑤ 

現状 

・個別ケース（特殊困難事例）への支援

内容を検討 

・地域課題の確認・共有 

・実施していない ・目的に沿った内容では実施していない 

 

【資料８別紙】 

個別ケースの積み重ねによる施策展開 


